
九州事務所が設計監理を行った「旧野首教会（長崎県指定有形文化財）」がリニューアルオープンしました！【詳細】 
 
九州事務所は、長崎県五島列島の北端に位置する小値賀町に所在する旧野首教会について、令和４年度から７年度にわた
り設計監理に携わってきました。 
小値賀町のプロジェクトは、世界文化遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」登録に向けた計画である「重要
文化的景観小値賀諸島の文化的景観整備活用計画」（平成 26年度）の策定支援業務からはじまりました。その後、継続
的な文化的景観の運用に関わる中で、旧野首教会の保存修理事業に携わりました。 
旧野首教会は、小値賀町の二次離島である野崎島において、潜伏キリシタンが禁令の解けた明治 41年(1908)につくりあ
げた信仰の場です。世界遺産構成資産であるとともに、文化的景観の重要な構成要素、長崎県指定有形文化財でもあり、
大切な文化財建造物です。 
建築時の設計者は、現在の新上五島町出身の鉄川与助です。棟梁として設計･施工した教会は、戦前のものだけでも約 30
棟に及び、その半数が現存し、4棟が国指定の重要文化財です。木造、煉瓦造、石造、鉄筋コンクリート造といった様々
な工法に挑んだ中、棟梁として最初の煉瓦造教会が旧野首教会であり、そうした履歴からも貴重な建造物です。 
令和３年、旧野首教会の最大の特徴であるリブ・ヴォールト天井の一部が崩落し、そのほかにも側廊の側柱の迫り出しや
煉瓦壁･屋根瓦等の経年劣化が著しいことから、公開活用を中止し、保存修理事業に踏み切りました。 
当初の修理計画は、現状の姿の維持修理でしたが、修理を進める中で意匠の改変や強度の不足等が確認できました。まず
は、これらの課題解決に取組み、その上で、信仰の思いが詰まった建築当初の姿への回復に努めました。 
内部側廊の側柱の迫り出しや玄関上部のステンドグラスのはらみ出し、キーストーンの劣化等については、現代構法を用
いて健全性の回復と耐久性の向上に取組みました。 
実施した主な景観回復は、祭壇上部の寄棟屋根頂部のフィニアル（路盤宝珠）の回復、屋根瓦の意匠の回復、玄関扉･ポー
チのガラリ･正面上部ガラリの色彩です。すべて、痕跡とわずかな古写真から工法･意匠を紐解き、小値賀町や施工者と協
議を行いながら丁寧に進めました。その経過が現場の保存継承の気運醸成にも繋がりました。 
無事に竣工した後は、小値賀町と弊社らの共催で記念イベントを開催しました。トークショーでは工事に携わった職人ら
の体験談をもとに、文化財建造物とその修理について理解を深める場となりました。ワークショップでは、職人体験工房
と題して教会の模型などを製作し、こどもたちが文化財修理の技術に触れる機会となりました。また、野崎島内のビジタ
ーセンターに、修理前に使われていたキーストーンや柱等を保存展示し、観光客が文化財修理について触れられる場がつ
くられました。 
文化財建造物は、保存継承の意識を共有することで、町の大人とこども、職人、専門家など、ひととひととのつながりが
広がり、町のアイデンティティも再確認できます。本事業は、歴史文化を活かした「ひとづくり」です。人々が交流する
ことで、地元の理解が深まり、地元を愛することで、観光を中心とした地域経済を支え、将来へ向けた本当のまちづくり
となることを願っています。 
 
 
【施設概要】 
工事名称：「旧野首教会保存修理工事」（竣工年月：2025年 12月） 
敷地面積：956.21㎡         建築主：小値賀町 
延床面積：137.81㎡          設計者：赤松悟・角田雅季（都市環境研究所九州事務所一級建築士事務所） 
構造階数：外壁煉瓦造         監理者：赤松悟・角田雅季（都市環境研究所九州事務所一級建築士事務所）  

内部木造軸組          施工者：株式会友建設（長崎県佐世保市千尽町 5-31） 

全景 ポーチと回復した玄関扉 

 

玄関扉とステンドグラス リブ･ヴォールト天井等内部意匠 

 

野崎島と旧野首教会 背側面 煉瓦壁修理中 

リブ･ヴォールト天井修理中 側廊の側柱修理中 修理前キーストーンの展示 

現場協議の様子 記念イベントトークショーの様子 記念イベントワークショップの様子 


